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 1 語 2 語のキーワードを打ち込んで，「検索」ボ

タンをクリックするだけで，インターネットの世

界に広がる夥しい量の情報の中から自分が求め

る情報を手早く検索できる―これが検索エンジ

ンの強みですが，数あまたある検索エンジンの中

でも Google は特に目を見張る成長を見せており，

基本サービスであるウェブ検索エンジンの爆発

的な普及もさることながら，2005 年以降に限って

も，Google Scholar，Google Book Search，Google
Earth など，情報検索と結びつけた新たなサービ

スを相次いで発表しました。 
 膨大な情報を収集し，使う人のニーズに合った

形で提供するという点で，Google のこうしたサー

ビスは図書館サービスにも通じるところがあり

ます。そして，インターネットの普及が著しい現

在，オンライン上における利便性という側面では

既存の図書館を凌駕しかねない勢いを持ってい

るともいえるでしょう。 

 その一方，Google Book Search に見られる出

版社や著作権者との対立，Google の基本サービス

であるウェブ検索エンジンに対する政府当局の

介入といった問題も露呈しています。 
 今回は，Google の 近の動きについて，2 つの

側面から取り上げた 3 本の記事をご用意しました。

Google の新サービスからは，Google Scholar と

Google Earth に焦点を当て，その概要を紹介す

るとともに，図書館にどのような展開を与えるの

かについて論じていただきました。加えて，Google
を取り巻く問題という側面からは，中国版 Google
のサービス開始に当たり中国政府から一部の検

索結果の表示を制限する要求があった事例に注

目し，検索エンジンによる情報入手行動とこれに

対する一種の「検閲」行為が示す問題点について

整理していただきました。 
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１. はじめに 

Google，Yahoo!を始めとする検索エンジンは，公開

された全てのウェブサイトを無料で瞬時に検索できる

利便性から世界中で支持されている。それに伴い広告

の希望も増え，検索結果などに広告を表示させて収入

を得るビジネスモデルも成功を収めた。 
 一方，学術文献の世界では，これまで Web of Science
（以下 WoS）などライセンス契約を伴う文献データベ

ース（ウェブ・クローリングではデータ収集できない）

が中心で，図書館はこれを契約し，利用者に提供する

ことが重要な役割であった。しかし検索エンジンのベ

ンダー各社は，非営利の文献データベースや出版社，

また図書館との提携により，この分野への進出を試行

している。 
 この記事では，これまでにベータ版として登場した 
 

二つの学術検索エンジン Google Scholar（以下 GS）
（E273，CA1564 参照）および Windows Live Academic
Search（以下 WLAS）（E473 参照）を取り上げ，そ

の有効性を検証する。これらの学術検索エンジンは，

Google や Yahoo!などと同じように支持を集め，学術

検索の世界を変える存在となるのだろうか。また，図

書館の役割はどのように変化するのだろうか。 
２. 文献データベースの機能比較について 

表は，多数の文献やベンダーからの情報をもとに，

GS，WLAS と，ライセンス契約の文献データベース

（Scopus，WoS）の機能をまとめたものである。Scopus
や WoS は，収録分野や収録誌を明確な基準で選定し，

検索，表示，リンク機能もバランスよく充実させてい

るのに対し，GS はオープンアクセス文献，自然科学

分野，被引用文献表示など，限られた領域では有効に

機能していることがわかる。また WLAS は，ユーザー

からのフィードバックを求めた試験的な公開のため，

収録範囲や機能は十分ではない。 
以下，この表を基に，GS と WLAS のそれぞれにつ

いて，ポイントとなる特徴を解説する。 
 

小特集 

Google の新サービスが与える影響 
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表 文献データベースの機能比較 

（2006 年 7 月 21 日現在） 

Google
Scholar

Windows
Live

Academic
Search

Scopus
Web of
Science

有料・無料 無料 無料 有料 有料

収録文献数
1,000万件
（推定）

600万件 2,800万件 3,700万件

収録誌数 未公開 4,300誌 15,000誌 9,300誌

収録誌の選定 × △ ○ ○

ｵｰﾌﾟﾝｱｸｾｽ文献 ○ △ △ ×

非英語文献 △ × △ △

遡及性 △ × △ ○(*1)

速報性 △ × ○ ○

人文科学 × × × ○

社会科学 △ △ ○ ○

自然科学 ○ △ ○ ○

複雑な検索式入力 △ × ○ ○

ソート順指定 × △ ○ ○

検索結果の絞込み △ × ○ ○

著者ｲﾝﾃﾞｯｸｽ × × ○ △

抄録 △ ○ ○ ○

参考文献 × × ○ ○

被引用文献 ○ △ ○ ○

日本語ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ○ ○ × ×

一次文献 ○ ○ ○ ○

OpenURLﾘﾝｸﾘｿﾞﾙﾊﾞ ○ ○ ○ ○

図書館所蔵 △ × △ △

検索式保存 △ △ ○ ○

アラート機能 × △ ○ ○(*2)

文献情報出力 ○ ○ ○ ○

(*2) Current Contents Connectを契約した場合。

(*1) バックファイルを購入した場合。

○ 有効 / △ ある程度有効 / × 有効ではない

表
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３. Google Scholar 

3.1. 概要および分野 
 GS の大きな特徴の一つは，Google で培ったウェ

ブ・クローリング技術を学術文献収集に適用している

点で，これによりオープンアクセス文献の検索に強い

優位性を示している。また OAI-PMH（CA1513 参照）

をサポートしており，プレプリントやポストプリント，

機関リポジトリ文献も検索可能である。非英語文献に

ついては，フランス語，ドイツ語，スペイン語などヨ

ーロッパ言語のほか，日本語にも対応し始めており，

原文の言語で検索できるところが特徴的である。 
 しかし一方で，ウェブ・クローリングや出版社との

提携，PubMed などに頼ったデータ収集は，GS で何

が検索できるのかをわかりにくくしている。それは分

野によるカバー率の違いにも表れており，例えば情報

科学，生物学，医学分野では網羅性が高く，数学，化

学，農学，社会科学では中程度，人文科学，地球惑星

科学分野の文献はあまり収録されていないといった具

合である。この点は，明確な選定基準に基づき，表紙

から裏表紙までのすべてを対象に（Cover to Cover）
記事収録を行う Scopus や WoS とは大きく異なる。 
 また，現時点ではデータ更新の頻度が安定しておら

ず，速報性に欠ける点にも注意が必要である。 
3.2. 被引用文献表示 

 被引用回数の表示およびリンクは，GS のもう一

つの大きな特徴であり，査読雑誌よりもオープンアク

セス文献（会議録，テクニカルレポート，学位論文な

どを含む）からの引用によく対応している。フルテキ

ストからの参考文献データ抽出，引用元へのリンク，

そして被引用回数の表示まで，全てのプロセスは機械

的に行われるため，一部精度的な問題も指摘されてい

るが，文献ごとに見ると，GS の被引用回数は WoS の

ものと比例することが報告されている。つまり，WoS
で特定の論文が他の論文に比べて 10 倍多い被引用回

数を示す場合，GS でも 10 倍多い被引用回数を示すと

いうことである。また，GS は Scopus や WoS が持た

ないユニークな被引用文献を多く収録しており，これ

らを併用する効果は高い。 
3.3. 検索機能 

GS は検索語の組み合わせの他に，論文タイトル，

著者，雑誌名，出版年，主題分野（一部）の指定が可

能であるが，単語内のトランケーションや語形変化に

は対応していない。また，ソート順は文献の被引用数

と検索語との関連性の組み合わせによる適合性のみが

提供されているが，引用される機会の少ない 新文献

は上位に表示されにくい。 
 これに対し，Scopus や WoS では，単語内トランケ

ーション，様々なソート順，ファセット分類による絞

り込み検索，更に著者インデックスの提供など，積極

的な機能充実を図っている。 
3.4. リンク機能 

 GS は OpenURL リンクリゾルバにも対応している

（E321 参照）。GS に自機関のベース URL，リンク文

字列，IP アドレス・レンジなどを提供しておけば，自

動的に，検索結果へ自機関の OpenURL リンクが表示

される。また機関外からは，「Scholar 設定」で自機関

設定が行える。なお，ExLibris 社は Google Scholar
からの利用に限定した無料のリンクリゾルバ

ScholarSFX を用意している。 
 そのほか，OCLC WorldCat を始めとする総合目録，

BL Direct を利用したドキュメント･デリバリーへの

リンクにも対応し，利便性を向上させている。 
４. Windows Live Academic Search 

4.1. 概要 
 WLAS は，現在日本を含む７か国で限定公開されて

いる実験的な段階であり，検索対象は ACM，IEEE，

Institute of Physics などの学会系出版社のほか，エル

ゼビア（一部），ブラックウェル，ワイリー，Taylor & 
Francis など，一部商用出版社の文献に限られる。 
 GS がウェブ･クローリングを中心にデータ収集を

行っているのと異なり，WLAS のデータ収集は出版社

との提携が中心である。実際には，CrossRef（CA1481
参照）から DOI やメタデータを取得し，更に出版社の

意向によって，電子ジャーナルを提供するサイトから

文献の抄録情報を収集する。 
 また，OAI-PMH もサポートしており，現在収集対

象としている arXiv のほか，OAI-PMH 準拠の様々な

リポジトリからデータ収集を進める計画がある。 
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4.2. 被引用文献表示 

 被引用文献の表示では，オープンアクセス文献の被

引用情報が調べられる CiteSeer（http://citeseer.ist.p
su.edu/）と連携している。しかし CiteSeer には商用

出版社から刊行された文献は含まれないため，これで

探索できる文献はかなり限定される。 
4.3. OpenURL リンクリゾルバ 

WLAS は図書館との連携も重視しており，GS と同

様，OpenURL リンクリゾルバに対応している。機関

外からの設定は現在行えないが，今後可能となる予定

である。 
 WLAS は，現時点では収録データ，検索・表示機能

ともに，実用レベルでのサービス提供が行われていな

い。しかし，多くの学術出版社は視認性向上のため，

学術検索エンジンとの提携を前向きに考えており，近

い将来，網羅性の高い，強力なツールへ成長すること

を予感させる。 
５. 図書館の役割 

 研究者は，Google と同様，学術検索においても，一

度の検索で全ての文献を発見，入手できる環境を求め

ている。 
 GS はこうした環境の実現に向け，新しい可能性を

示したが，現時点では，その効果はオープンアクセス

文献や特定分野の検索に限定される。 
 Scopus，WoS は，広範囲に渡る学術分野を網羅し，

主として査読された雑誌論文の検索に威力を発揮する

が，オープンアクセス文献への対応は十分とは言えな

い。また，各研究分野の網羅的な文献収集を行う場合

は，PsycINFO，MathSciNet といった，分野に特化

したデータベースが 適であるかもしれない。 
 このような，決定的な学術検索ツールが存在しない

状況では，図書館による 適な検索ツールの提案や，

一次文献入手手段の整理が重要で，それが研究者の情

報入手効率を大きく左右することになる。中でも，検

索時のリソース選択の複雑さを解決する方法として統

合検索システムが，検索結果から一次文献を効率的に

入手する手段としてリンクリゾルバが，それぞれ注目

されている。 
5.1. 統合検索システム 

 統合検索システムとは，有料・無料の区別なく，様々

なリソースを一括して検索し，結果表示を行うもので

ある。GS や WLAS が文献データを事前に収集し，イ

ンデックスを作成しているのに対し，統合検索システ

ムは検索要求を受けてから，指定された複数のリソー

スへ同時にアクセスするため，結果表示までに多少時

間がかかるが，誰でも簡単に検索結果を引き出すこと

ができる。また，検索手段の単純化によって，研究者

の検索時間節約や，普段使わないリソースからの情報

発見も期待できる。 

 しかし，多くのリソースを同時に検索する場合，ノ

イズも多くなるため，逆に必要なものが見つかりにく

い弊害もある。この問題に対応するため，統合検索シ

ステムのベンダーは，検索グループのカテゴリ化，ク

ラスタ分析からの絞り込み検索機能，重複除去といっ

た機能強化に取り組んでいる。 
5.2. リンクリゾルバ 

 リンクリゾルバは，検索結果から電子ジャーナル，

冊子の所蔵確認，ILL 申し込みなど，各機関の事情に

即したリンクを提供するツールである。ライセンス契

約のデータベースだけでなく，GS，WLAS，PubMed，
OPAC など，様々なリソースから利用できるところに

特徴があり，研究者の行動に添った一次文献ナビゲー

ションとして効果を上げている。 
例えば，九州大学附属図書館がサービスするリンク

リゾルバ「きゅうと LinQ」は，クリックするだけで

的確に一次文献にたどり着ける簡便さから広く研究者

に支持され，電子ジャーナルや文献データベースの利

用増加にも大きく貢献した。また，GS など無料リソ

ースの検索結果に図書館が提供するサービスへのリン

クを自動表示させたことは，研究者を驚かせ，図書館

に対する期待を高めた。 
5.3. 図書館員として 

 統合検索システム，リンクリゾルバは，利用者とリ

ソース，そして一次文献を結ぶ大変便利なツールであ

る。しかし，こうしたツールに頼るだけでなく，図書

館員一人一人が，利用者に有効なリソース選択や，調

べ方を提案できる存在であることが重要である。自機

関が契約する電子リソースや受入した図書・雑誌資料

ばかりでなく，GS や WLAS を始めとする，ウェブ上

で利用できる様々な無料リソースをどう活用すればよ

いのかについてもよく知り，適切に提示することこそ

が，今図書館に求められているのではなかろうか。 

（九州大学附属図書館：片
か た

岡
お か

 真
しん
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CA1607 
進化する地図の世界 

 

 近年，オンラインで利用できる地図の進歩は目覚し

い。Yahoo！の地図情報で目当ての店や観光地などの

地図を探したことがある人も多いだろうし，国土地理院

のウェブサイトでは 2004 年 3 月以降，日本の基本図で

ある 2万 5千分の 1地形図を閲覧することができる(1)。 
Google Earth，Google Maps の登場 

2005 年 6 月，Google は世界中の地形の三次元画像

と衛星写真を閲覧できるサービスを開始した。Google 
Earth である(2)。2004 年に傘下に入った Keyhole 社

の技術をベースに開発されたもので，世界中を飛び回っ

たり，宇宙から地球を見下ろす体験を自宅のパソコン

で手軽にできることから，提供後すぐに利用者から熱

烈な支持を持って迎えられた。NASA も同様の衛星画

像サービス World Wind(3)を提供しているが，画像読

み込みのスピードや扱いやすさの点で Google Earth
が勝っているようである。利用するには同社のウェブ

サイトから無料でソフトを入手する必要がある。閲覧

中はつねに画像をダウンロードしている状態なので，

利用する側もブロードバンド回線などある程度の環境

が必要である。2006 年 1 月以降，インターフェース

が簡素化されたベータ版も無料で入手でき，Windows，
Mac のほかに現在は Linux でも対応可能である 

現時点ではルート検索やローカル検索は米国など

に限られ，画像はリアルタイムではない（2006 年 7 月

20 日時点で，日本の画像が大幅に更新された）。しか

し地図上の地形を三次元グラフィックスで立体表現し，

視線の角度を変化させることができるティルト機能を

駆使すると，山岳地帯などは迫力ある画像を見ること

ができる。また数多くの情報をオーバーレイさせたり，

地図上にピンマーク(placemark)を立てて自分の所有

する情報を付加し，詳細なリンクをはることもできる。 
有料のサービスも別途設けられている。Plus

（20 ドル/年，カスタマーサポートあり，立体の形状

を表現できるポリゴン機能や，地表に引いた線に沿っ

てカメラを移動させられるパス機能が装備されてい

る），Pro（400 ドル/年，GIS データを読み込むモジュ

ールが別売），Enterprise（企業向け，価格は応相談）

があり，利用目的にあわせて選択可能である。 
 ウェブブラウザで使用できる Google Maps はすで

に日本語版も提供されており(4)，マウスをドラッグす

ればどこまでもシームレスに地図上を移動できる。地

図の移動や拡大の際に画像の再読み込みが行われない

ので，閲覧中にストレスを感じないで済む。通常の地

図表示と航空写真のサテライト表示の切り替えが可能

で，先行サービスのデュアル表示（航空写真の上に道

路などのデータをオーバーレイさせる）も間も無く日
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